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～食材と作り手の、出会いとあゆみ～

取材・文・写真／新井由己　協力／南っこ

】編者産生【 回３第

金柑と松田俊一
松田農場代表の松田俊一さん（左）と栽培
責任者の岩元隆市さん（右）。

甘味と苦味とのバランスが
良い金柑。皮が厚いので、
日持ちするのも特徴。

南っこ http://www.minamikko.com/

①ミカンやユズなどは一度しか花が咲かないが、金柑は年に5回花が咲いて実をつける。最初は6月に、
1週間遅れで11月ごろまで咲くように調整する。②ハウス栽培で、お歳暮用に12月から出荷が始まる。
③枝の剪定方法も独自の方法で行なっている。横に枝が伸びるようにすると、光がまんべんなく当り、な
おかつ収穫しやすくなる。④金柑の葉につく白い斑点状のものは、農薬ではなく、サトウキビやの搾りか
すを発酵させてアミノ酸に変えた特注の液肥。⑤農場は管理が行き届いていてとても清潔に保たれている。
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